
中心市街地将来ビジョン
を策定しています

１．ビジョン策定の背景

▶人口が市町村合併後の17年間で約23,000人（16%）
減少し、今後も人口が減少する見込みです。

▶その中で、中心市街地・地域拠点・小さな拠点をそれぞ
れコンパクトに形成して地域公共交通で結ぶ「多極ネッ
トワーク型まちづくり」を推進し、次世代に引き継げる
持続可能な都市構造の構築が必要です。

▶時代の変化に対応した、多様で、新しい、質の高い暮ら
しができる成熟した都市空間が求められています。

▶「中心市街地将来ビジョン」を中長期的なまちづくりのグ
ランドデザインとし、市民・事業者・行政が「ありたいま
ちの将来の姿」について共通認識を持ち、中心市街地のま
ちづくりに連携して取り組むための指針としてビジョンを
策定します。

2．ビジョン策定の目的

●経済・サービスを生み出す都市部と、農林業・水産業の基盤ともなっ
ている郊外部は相互に支えあっている関係にあり、両立が必須です。

●歴史的経緯からも、中心市街地は広大な市域の中核をなすエリアであ
り、人口密度を高めて、公共・民間それぞれのサービスを維持・拡充
していくことが重要です。

ビジョンの区域
（約150ha）

3．市民や事業者の声

(１)市民ワークショップ ⇒まとめは後掲
▶市民延べ115名が参加し、意見交換・アイデア出しを行いました。

(２)民間事業者等ヒアリング ⇒まとめは後掲
▶市内外の38の民間事業者・団体等から、ご意見を伺いました。

(３)アンケート調査
▶第2期中心市街地活性化基本計画のフォローアップアンケート（回答数

1,018名）、市内の中学・高校・高専生へのアンケート（回答数2,552
名）を行いました。

(４)地域振興懇談会等での意見交換
▶各地域懇談会、都市計画審議会においてご意見をいただきました。

鶴岡市中心市街地将来ビジョン・中心市街地活性化基本計画
策定委員会事務局（鶴岡市・鶴岡商工会議所）



4．市民ワークショップのまとめ







鶴岡駅前



～ 民間事業者ヒアリングの主なご意見 ～

⚫都市機能の集積による利便性、人流の向上
⚫市街地の拡大阻止
⚫景観の取組み
⚫歴史・文化がある、観光資源が多い
⚫鶴岡公園周辺は魅力がある
⚫循環バスの利便性向上
⚫頑張る個店の萌芽

鶴岡の中心市街地の強み

⚫中心市街地エリアが広すぎる（150ha）
⚫人と企業の郊外への移転、中心部の空洞化
⚫高さ制限等の規制による経済の損失
⚫城下町の風情が無い、統一感が無い
⚫消費行動の変化と商店街の衰退
⚫若者に魅力ある場の不足

⚫観光の受け皿施設の不足
⚫観光拠点が線でつながっていない、通過拠点
⚫インバウンド対応とまち歩き環境の不備
⚫ビジョンが不明瞭、目玉事業の不足
⚫場当たり的な公共施設の配置
⚫市民の声の反映不足、ビジョンの未共有

鶴岡の中心市街地の弱み

城下町の風情が無い中心部の空洞化 商店街の衰退脆弱な観光 ﾋﾞｼﾞｮﾝが不明確魅力の不足

⚫重点エリアの設定すべき
⚫地域ごと拠点への機能の
面的な落とし込み

⚫小さなエリアからの賑いの
広がり

⚫空き家（狭小・奥行長大）が
多い

⚫まとまった空き地が無い
⚫商業地区の大規模な低未
利用地が発生

⚫既存ストックの有効活用
⚫地価が安い今はビジネス
チャンス

⚫市街地の道路が狭い

土地利用の考え方
・ポイント

⚫歩いて暮らせる環境
（歩道整備、休憩箇所設置、
緑化）

⚫交通ネットワークの強化
⚫駐車場の不足
⚫アクセス性の悪さ

歩行空間・交通
の利便性

⚫市民と共有するビジョン、長期的視点
⚫公共施設整備の複合化
⚫特化した重点投資
⚫外部の大手資本と連携
⚫行政の支援による住宅関連投資
⚫規制と官民の歩み寄り
⚫行政もリスクを負う官民連携
⚫民間によるノウハウ・資金の提供
⚫地元企業同士の連携と成長

行政への期待・官民連携

⚫商店街機能見直しにはまちづくり会
社の関りが有効

⚫5～10年間かけると時代が変わる、
スピード感が重要

⚫まちづくりで得た利益を再投資する
仕掛けがあると良い

⚫エリアマネジメントによる地域価値の
向上が望まれる

⚫キープレイヤーとのビジョンの共有
⚫まちづくりに対応できる人の育成と
組織化

⚫「まちへ行く」の考えが変わり、中心性
を何に求めるか

⚫望まれる機能は時代で変わる

エリアマネジメントの有効性と
まちづくりの考え方

⚫商店街機能・役割の見直し必要
⚫商店閉店後の店舗の活用
⚫人口2割減＝売上2割減
⚫イベントの継続実施、実施者の疲弊
⚫分散している商店街の敬遠

商業機能の変化

⚫頑張る個店を応援できる仕組み
⚫若い人のスタートアップ支援
⚫銀座通りの歩行環境、魅力ある商売し
たい環境の整備

商業支援の形
中
心
商
店
街
の
視
点

⚫インバウンド、観光とまち歩き
⚫観光関連事業、食べ歩き
⚫観光・飲食を支える内需
⚫歴史的建造物の保存・活用
⚫歴史や食文化を感じる街並み
⚫滞在できる空間整備
⚫観光資源のブラッシュアップ

観光対応の環境 ま
ち
な
か
観
光
の
視
点

⚫人が住まなければ活性化しない
⚫一定の人口密度による自発的な賑わい
⚫若い人が魅力を感じる場所作り
⚫多様なニーズに対応する拠点
⚫図書館機能の再整備
⚫住む人に利便がある機能

人が住み・集う中心市街地

⚫高さ制限・容積率、開発基準の緩和
⚫準防火区域内の建築費の高額化
⚫若者・高齢者にあるマンション需要
⚫売れ行きを大手デベロッパーが注視
⚫中心部での住宅需要は年約100棟
⚫空き家を活用した住宅ニーズ

居住環境・住宅需要
ま
ち
な
か
居
住
の
視
点

環境面の課題

経済の
好循環

5．民間事業者等ヒアリングのまとめ



6．ありたいまちの将来の姿（案）

▶市民や事業者の声をベースに、中心市街地の「ありたいまちの将来の姿」の
案を設定しました。

酒井家庄内入部400年の歴史文化からなる地域資源を磨き
上げて、まち歩き」を楽しむことができるまち

こどもまんなかを支え、ライフステージに応じて、安心
して快適に暮らし続けることができるまち

中心市街地の魅力に、誰もが、気軽に、移動・到達
できるまち

食文化創造都市の利点を活かしつつ、魅力ある店舗が
集まる空間で、賑わいを創り出すことができるまち

心地よい「居場所」があり、市民の学び・探求・創造性
と交流を育むことができるまち

市民ワークショップまとめの
詳細や、中心市街地の現状
データは、下のページから
ご覧になれます。

「ありたいまちの将来の姿」（案）について
ご意見をお寄せください。


